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実施機関： 
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事業名： 

スクールリーダーを育てるハイブリッド型 Online Learning（オンライン・ラーニング） 

研修等名：NITS・茨城県教育研修センターコラボ研修 

スクールリーダーを育てるハイブリッド型 Online Learning（オンライン・ラーニング） 

～学校の未来を拓く新しい学びとマネジメントについて考える～ 

開催日時：令和４年６月９日（木）10 時 30 分～12 時 00 分 他５回 

開催場所：茨城県教育研修センター 

参加人数：来所にて高等学校中堅教員 20 名  

オンラインにて県内外の学校関係者約 40 名 

内容：  

本事業は、スクールリーダーを育てるというテーマのもと、全６回の講義からなる研修である。毎回、教育の各テ

ーマの第一人者である著名な講師陣を招聘し、来所にて２０名、オンラインにて４０名程度の参加者にて実

施した。全６回を各３回ずつに分け第 1 期、第２期として希望を募った。講師、講義題については添付の講座

の様子に記載してある。 

第１期 第１回、第２回 令和４年６月 16 日（木）、第３回 令和４年６月 17 日（金） 

第２期 第 4 回 令和４年 10 月 20 日（木）、第５回 令和４年 10 月 21 日（金） 

第６回 令和５年１月 19 日（木）  

各講義では、様々な角度から、学校の今と未来をスクールリーダーとしての視点でつなぐことで、これから求めら

れるリーダー像についてヒントを得られる構成とした。また、集合型で参加する高等学校の中堅教員には、講義後

にワークショップを展開し、講師とのやり取りを通してより一層の意識変容、行動変容に迫った。 

成果： 

第１回は荒瀬克己理事長による「生徒を主語にした学校をつくる」と題しての講義、第２回は広尾学園中学

校・高等学校の金子暁副校長による「『学校は未来』の実現へ向けて」と題しての講義演習があり、参加者は生

徒のためによりよい学校のあるべき姿や学校を変えていくことの必要性に刺激を受けていた。また、第３回では宮

城教育大学の本図愛実教授から「学校ビジョンの構築」と題し講義演習があり、学校改革の視点や考え方、手

法について詳しく学ぶことができた。第５回では早稲田大学大学院の藤井千春教授から「新しい学びの推進」と

題しての講義演習があり、主体的、対話的で深い学びを支援するための教師の役割を学ぶことができた。全体を

通して、参加者から「ミドルリーダーとして研修したことを教育現場に生かしていきたいです。」、「刺激が多く、とても

勉強になった研修でした。１人の力は小さいかと思いますが、仲間を増やしていき、生徒のため、学校のために頑

張りたいと思います。」という内容のコメントを多数得られた。  

第４・６回は熊本大学の苫野一徳准教授を招いた「道徳科における『本質観取』」では、本質観取の考え

方を取り入れた道徳科の授業の可能性を考え、子供たちがより深い共通了解を得るためにはどのようにしたらよ

いか議論することができた。受講者からは、「道徳的価値の理解や児童生徒の課題を考える際に、本質観取を

生かしていきたい。」等の感想が得られた。 

アイディアや工夫したこと：  

・次世代の教育を担う中堅教諭に対し、スクールリーダーとは何かを問い続ける一貫したテーマの研修内容とする

ことで、意識の変革を効果的に導くことを試みた。 

・集合型研修とオンライン研修の一体化によりハイブリッド型研修の構築を目指した。 

・全国の学校関係者に呼びかけ、より多くの参加者を募り、研修を活用していただく機会とした。 



 

＜写真・図など＞  
 

 

 

NITS 荒瀬克己理事長の講義 

「生徒を主語にした学校をつくる」 

広尾学園中学校・高等学校 金子暁副校長の講義 

「『学校は未来』の実現に向けて」 

  
早稲田大学 藤井千春教授の講義 

「新しい学びの推進」 

宮城教育大学 本図愛実教授の講義 

「学校ビジョンの構築」 

  

来所の受講者の意見交換の様子 熊本大学 苫野一徳准教授の講義 

「道徳科における『本質観取』」（基礎編） 

  

熊本大学 苫野一徳准教授の講義 

「道徳科における『本質観取』」（応用編） 

オンライン運営の様子 

 



 

全６回のオンライン・ラーニングの案内 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 


